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第1回　東京医科大学・東京薬科大学ジョイントミーティング
ジョイントミーティグ開催に先立って
東京医科大学学長　伊東 洋
　第一回の東京薬科大学一東京医科大学Joint－Meetingを開催するに当たり一言ご挨拶申し上げます。
　過去数年間、我が国では大学院研究科を含め大学の研究機関では世界に発信する様な独創的研究が要求されて
きました。その典型がCOEでありますが日本の大学が世界に誇る大学研究機関として、世に問うべきものであり
ます。その根底には現代が地球レベルで物事を考え、環境においても、市場経済においても対処しなければ成ら
ない広がりを見せているためであります。この様な時こそ何よりもまず、個人の自立が要求される時なのです。そ
れは同時に自己責任が要求されます。大学院生も研究者も自ら考え、自らの意志決定を行う事が要求されるで
しょう。
　現代におけるIT世界は膨大な知識を提供しますが、逆には深く思考することから後退する事があるかもしれ
ません。従って将来を見定め個々がもつ専門能力を意図的に蓄積する必要があります。
　我々は研究意図を明らかとし、相互の分野における専門的知識を蓄積し、高い目標に向って研究交流を進める
事を願うものであります。
最後になりましたが開催するに当たり、東京薬科大学森学長をはじめとし、同大学の教職員の皆様の御協力を感
謝致します。
ジョイントミーティングに参加して
東京薬科大学　学長　歯 面
　医薬品は化学物質としてのハード面と適正に使用するための情報というソフト面の両面を備えて初めて治療
薬として医療に貢献できる。従来から基礎研究を中心としていた薬科大学は、医療の現場と疎遠になっているこ
とが多かった。これからは学生の実務実習などを通じて、大学は医療現場から学びながら薬の有効性および安全
性に関する事項や適正使用のための情報、さらに自らの研究成果から発信できる情報を提供するという相互関係
を持つことが必要であろう。薬科大学が臨床の場で提起された問題点を解決できる態勢をもっと強化していけば
医学部からも頼りにされる薬学部となり、ひいては医療薬学教育の円滑な運営に結びつく筈である。一方、創薬
から医療現場におけるクスリの適正使用という流れが医薬品を軸に有機的につながるためにも創薬研究者と医
療現場にいる医師との双方向の関係がもっと密にならねぼならない。医療現場でのニーズが創薬研究のシーズに
なることが多いからである。
　伊東洋学長と私が両大学の共同研究について話し合ってからすでに2年位たったかと思われる。幹事役の先生
方のご努力で共同研究の可能性についてアンケート調査が行われ、昨年ll月末に両大学のジョイントミーティ
ングが開かれた。はじめての試みとしては大成功で活発な討論があった。私共の教室も長い間臨床の先生方との
共同研究を行ってきた経験から、今後の運営の参考になればと考えこの機会に感想を述べさせて戴きたい。
　すでに実施されている免疫アレルギー研究会や西東京内分泌代謝研究会とこのジョイントミーティングは若
干性格が異なり、しばらくの間は単なるデータの発表だけではなく両学部の研究者がそれぞれの立場から研究の
現状を解説しつつ、どの部分で協力を得たいかを発表し合うことが望ましい。勿論すでに共同研究が行われてい
るグループは得られたデータを示して今後の展望を述べる機会とすることは云うまでもない。私の経験からでも
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